
 

学校番号 ２１１ 

令和二年度 数学科 

  

教科 数学科 科目 数学Ａ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 数学Ａ Advanced （東京書籍） 

副教材等 PRIME 数学Ⅰ+Ａ （東京書籍）、チェックノート数学Ⅰ＋A （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、得た知識の深化・統合を図るためにアウトプット活動（問題演習、対話的活動）を

行います。 

・授業用・問題集用の 2種類のノートを用意してください。 

・問題を解く際、まずはしっかりと考える習慣を身に付けましょう。分からない問題や間違え

た問題は解答をじっくりと読み,自分がどこでつまずいているのかを把握し,不足している知

識はすぐに学びなおしてください。自分の解答を分析するためにも途中式は必ず書き,考えた

形跡が残るようにしましょう。 

２ 学習の到達目標 

場合の数と確率、整数の性質、図形の性質の考え方に関心をもつとともに、事象を数学的に考察し表

現したり、思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えたりする能力を身に付けること。 

事象を数学的に考察し表現したり、思考の過程を振り返り多面的・発展的に考えたりすること。 

数学のよさを認識し、それらを事象の考察に活用しようとすること。 

 

 ３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

場合の数と確率、整

数の性質、図形の性

質の考え方に関心を

もつとともに、数学

のよさを認識し、そ

れらを事象の考察に

活用しようとする。 

事象を数学的に考察し

表現したり、思考の過程

を振り返り多面的・発展

的に考えたりすること

などを通して、場合の数

と確率、整数の性質、図

形の性質における数学

的な見方や考え方を身

に付けている。 

場合の数と確率、整

数の性質、図形の性

質の事象を数学的

に表現・処理する仕

方や推論の方法な

どの技能を身に付

けている。 

 

場合の数と確率、整

数の性質、図形の性

質における基本的

な概念、原理・法則

などを体系的に理

解し、知識を身に付

けている。 

 

評
価
方
法 

確認テスト 

定期考査 

問題集ノート 

観察等 

確認テスト 

定期考査 

問題集ノート 

観察等 

確認テスト 

定期考査 

問題集ノート 

観察等 

確認テスト 

定期考査 

問題集ノート 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 



４ 学習の活動 

１
学
期 

場
合
の
数
と
確
率 

場合の

数 

集合の要

素の個数 

 

○ ○ ○ ○ a:事象に対して、順列や組み合わせの考え
を活用しようとしている。 

b:様々な事象の場合の数を順列や組合せを
用いて考察することができる。 

c:順列や組合せを活用して、様々な事象の
数を数える方法を考察することができ
る。 

d:順列や組合せを用いることで場合の数を
数えあげないで求められることを理解し
ている。 

確認テスト 

定期考査 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

樹形図と 

場合の数 

 

○ ○ ○ ○ 

順列 

 

○ ○ ○ ○ 

組合せ 

 

○ ○ ○ ○ 

確率と

その基

本性質 

事象と確率 

 

○  ○ ○ a:事象に対して、いろいろな確率の考え方
を活用しようとしている。 

b:様々な事象の確率を考え、その計算方法
を考察することができる。 

c:確率の性質・定理などを用いて、様々な確
率を求めることができる。 

d:確率の意味を知り、確率のことを理解し
ている。 

確率の基

本性質 

 

 ○ ○ ○ 

いろい

ろな確

率 

独立な試

行の確率 

 

  ○ ○ 

反復試行

の確率 

 

条件付き

確率 

 

２
学
期 

整
数
の
性
質 

約数と

倍数 

約数と倍数 

 

○ ○ ○ ○ a:最大公約数や最小公倍数の考察に倍数や
約数の性質を活用しようとしている。 

b:素因数分解を用いて最大公約数や最小公
倍数を求めるよさを捉え,考察しようと
している。 

c: 素因数分解を用いて最大公約数や最小
公倍数を求めることができる。 

d: 最大公約数や最小公倍数の意味を理解
している。 

確認テスト 

定期考査 

単元テスト 

ワークシート 

観察等 

最大公約

数と最小公

倍数 

 

ユークリ

ッドの互

除法と

不定方

程式 

除法の性

質と整数の

分類 

 

 ○ ○ ○ a:1 組の整数解を求めるためにユークリッ
ドの互除法を活用しようとしている。ま
た、ある数をさまざまな進法で表そうと
している。 

b: ２元１次不定方程式について、ユーク
リッドの互除法を活用する方法を考察す
ることができる。また、10 進法以外の表
し方について考察することができる。 

C：２元１次不定方程式について、ユークリ
ッドの互除法を用いて１組の整数解を求
見つけることができる。また、与えられた
数字をさまざまな進法で表すことができ
る。 

d:除法の性質を理解している。ｎ進法につ
いて基礎的な知識を身に付けている。 

 

ユークリッ

ドの互除法 

 

○  ○ ○ 

２元１次不

定方程式 

 〇 〇  

整数の

性質の

活用 

記数法 

 

○ ○  ○ 

小数と分数 

 

 

 

 ○  ○ 

 

図
形
の
性
質 

三角形

の性質 

三角形と比 

 

 ○  ○ a:三角形の性質を用いて様々な定理につい
て考察しようとしている。 

b:三角形の性質を活用し、分度器や物差し
を使用せずとも様々な値を求める方法を
考察することができる。 

c:三角形に関する定理を用いて、辺や角の
値を求めることができる。 

d:三角形の性質から導き出される定理の意
味を理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

ワークシート 

レポート 

観察等 

三角形の

重心・外

心・垂心・

内心 

○ ○ ○ ○ 

三 角形の

比の定理 

 

○ 

 

○  ○ 



３
学
期 

円の性

質 

円周角の

定理 

 

 ○ ○ ○ a:円周角の定理とその逆、円に内接する四
角形の性質および四角形が円に内接する
ための条件、円の接線と接線を通る弦と
のなす角の性質、方べきの定理および２
つの円の位置関係を学び、それらを活用
しようとしている。 

b:円の性質を活用する方法を考察し、円独
自の定理などを考察することができる。 

c: 円に関する定理を用いて、辺や角の値を
求めることができる。 

d:円の性質から導き出される定理の意味を
理解している。 

円に内接

する四角

形 

 

○  ○ ○ 

接線と弦の

つくる角 

 

○ ○  ○ 

方べきの

定理 

 ○ ○ ○ 

２つの円 

 

○  ○ ○ 

空間図

形 

直線と平面 

 

 ○  ○ a:平面と直線の位置関係、平面と直線のな
す角や三垂線の定理などを考察しようと
している。 

b:空間図形を理解するために必要な立体的
な視点をもち、その性質を活用する方法
を考察することができる。 

c:公式などを用いて、式を目的に応じて変
形することができる。 

d:空間図形の性質のことを理解している。 

多面体  ○  ○ 

 

 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


